
全
五
十
五
年
(千
七
百
九
十
年
)
六
月
大
風
雨
わ
り
、
漲
水
の
爲

に
廬
含
多
く
照
溺
ず
、

(未
完
)

●

我

南

洋

の
新

領

土
南

鳥

島

の
近

况

今
度

愈
々

我
領
土

に
歸
し
て
、
東
京
府
下
小
笠
原
島
の
管
轄
に
編
入
せ
ら

れ
た
る
、
南
洋
の

}
島
南
鳥
島
は
、
北
緯

二
十

四
度
十
四
分
、

東
徑
百
五
十
四
度
に
位
す
る

一
小
島

に
し
て
、
曾
て
米
國

の
航

海
家
に
發
見
せ
ら
れ
て
、
其
海
圖
に
は
フ

ク
ズ或
は

マ
ガ

ス
ま

稱
せ
ら
れ
、
我
國
に
て
は
金
華
山
沖
の
遠
洋
漁
業
家
某
始
て
之

を
發
見
せ
り
ま
雖
も
、
其
年
代
詳
な
ら
ず
、
明
治
二
十
九
年
十

二
月
水
谷
某
島
内
を
探
檢
し
、
本
年
始
め
て
帝
國

の

一
領
土
に

屑
し
た
り
、
全
氏
は
目
下
数
十
人
を
全
島
に
移
住
せ
し
め
、
專

ら
土
地
の
開
墾
に
從
事
せ
る
が
、
全
島
の
面
積
等
は
未
だ
實
測

を
經
ざ
る
を
以
て
判
然
せ
ず
ま
雖
も
、
開
拓
ず

べ
き
土
地
は
三

十
萬
坪
を
下
ら
ざ
る
べ
く
、
信
天
翁
鳥
の
捕
獲
、
及
び
漁
業
製

監
等
は
、
將
來
最

も
見

込
わ
る
事
業
な
り
ま

い
ふ
、
氣
候
は
四

季
共
に
大
差
違
な
く
、
本
年
四
月
二
十
三
日
に
於
け

る
温
度
は

書
間
華
氏
八
十
三
度
、
夜
七
十
五
度
な
り
し
ま
、

●
天
山

の
地
質
探

檢

目
下
中
央
亜
細
亜
の
探
檢
に
從

事
せ
る
フ
ッ
え
レ
ポ
教
授
の
報
ぜ
る
所
に
依
れ
ば
天
山
は
西
部
ま

中
央
部
の
搆
造
に
著
し
き
差
違
わ
り
、
露
西
亜
の
圖
に
ア
ラ
イ
連

嶺

ま
い
ふ
も
の
は
東
西
に
走
れ
る

一
大
曲
脈
に
し
て
、
東
徑
七

十
三
度
半
な
る
タ
レ
ク
、
ダ
ヴ
ワ
ン
に
至
り
、
此

よ
り
ベ
レ
ウ
リ
嶺

を
過
ぎ
て
主
山
脈
の
方
向
は
南
北
ま
な
り
ア
イ
ウ
、
タ
バ
ム
に
至

る
、
此
間
を

バ
ク
ス
、
ベ
レ
ウ
リ

ま

い
ふ
東
經
七
十
二
度
四
十
五

分

の
處
に
て
ア
ラ
イ
主
山
脈
の
北

に

一
高
連
嶺

を
分
ち
ア
ラ
イ
の

北
東
部
の
連
嶺
に
並
走
す

ア
ラ
イ
の
大
溪
谷
ア
ドム
ー

江

の
窪
地

に
属
す
る
も
の
此
諸
連
嶺
ま
其
南
を
並
走
す
る
後

ア
ラ
イ
連

嶺

を
分

つ
、
而
し
て
後
ア
ラ
イ
の
東

に
連
り
て

ム
ス
タ
ー
グ
、
タ
ウ
わ

り
、
オ
シ
ュ
ま
喀
什
嚆
爾
ま
の
間
の
地
質
の
搆
造
は
地
形
に
應
じ

層
向
東
西
及
南
北
に
向

へ
り
、
其
南
北
の
方
向
は
古
期
の
岩
石

粘
板
岩

千
枚
岩
並
に

古
生
層
岩
石
に
多
く
グ
ル
チ
ヤ
よ
り
イ
ル
ケ

シ
ュ
タ
ム近
傍
に
至
る
問
に
現
は
れ
大
傾
斜
を
示
し
或
は
直
立
す

る
こ
ま
わ
り
、
此
南
北
に
走
れ
る
岩
層
は
西
に
延
び
ず
、
此
地

方
に
は
又
石
灰
岩
並
に
泥
灰
岩
わ
り
、
化
石
に
依
れ
ば
中
生
紀

の
新
期
又
は
第
三
紀
の
古
期
に
属
す
、
該
層
も
亦
南
北
の
層
向

を
以
て
褶
曲
し
断
層
せ
り
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
の

東
に
て
は
岩
層
新

雑

報
　

四
五
五


